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コ
ラ
ム

オオハクチョウの鳴き合い（北海道幕
まく

別
べつ

町
ちょう

）

幕別町の町の鳥である「オオハクチョウ」
は、全長140cmでくちばしは黒と黄色。
家族単位や群れで行動し、比較的人
懐っこい性格をしている。普段はユーラ
シア大陸のタイガ（針葉樹林帯）で過ご
しているが、越冬のために約3,000km
飛んで日本へ南下してくる渡り鳥。その
姿は、旧途別川周辺をはじめ、町内の
多くの場所で見ることができる。

写真キャプション

北
京
冬
季
五
輪
を
テ
レ
ビ
観
戦
し
な
が
ら
、
ウ
イ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
と
つ
く
づ
く

思
っ
た
。
冬
に
雪
や
氷
に
閉
ざ
さ
れ
る
地
域
の
多
く

は
条
件
不
利
地
域
と
見
な
さ
れ
、
大
抵
の
ス
ポ
ー
ツ

で
も
ハ
ン
デ
を
負
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
と
冬
の

ス
ポ
ー
ツ
と
な
る
と
立
場
が
逆
転
す
る
。
寒
冷
地
の

小
さ
な
町
や
村
で
も
熱
意
さ
え
あ
れ
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
を
育
て
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
を
望
む
酪
農
の
町
、
北
海
道
別
海

町
は
、
今
回
の
五
輪
に
ス
ケ
ー
ト
の
新
浜
立
也
、
森

重
航
、
郷
亜
里
砂
の
３
選
手
を
送
り
出
し
た
。
60
年

代
に
体
育
教
師
と
し
て
同
町
に
赴
任
し
た
楠
瀬
功
氏

が
リ
ン
ク
を
手
作
り
し
、
別
海
ス
ケ
ー
ト
少
年
団
白

鳥
を
結
成
し
た
の
が
始
ま
り
だ
っ
た
。
凍
え
る
よ
う

な
夜
に
、
大
人
た
ち
が
水
ま
き
を
し
て
作
っ
た
リ
ン

ク
が
少
年
た
ち
の
夢
を
育
ん
だ
。
キ
ャ
ベ
ツ
で
知
ら

れ
る
群
馬
県
嬬
恋
村
で
も
、
田
ん
ぼ
リ
ン
ク
を
練
習

場
に
し
て
、
ス
ケ
ー
ト
の
黒
岩
彰
選
手
ら
６
人
の
五

輪
選
手
が
育
っ
た
。
今
大
会
に
は
１
万
メ
ー
ト
ル
に

土
屋
良
輔
選
手
が
出
場
し
た
。

カ
ー
リ
ン
グ
の
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
が
本
拠
地
に
す

る
の
は
北
海
道
旧
常
呂
町
（
現
北
見
市
）。
酒
屋
を

営
ん
で
い
た
小
栗
祐
治
さ
ん
が
40
年
ほ
ど
前
に
仲
間

と
屋
外
に
手
製
の
カ
ー
リ
ン
グ
場
を
設
け
、
手
製
の

ス
ト
ー
ン
で
始
め
た
の
が
「
カ
ー
リ
ン
グ
の
聖
地
」

へ
の
第
一
歩
だ
っ
た
。
今
大
会
で
は
銀
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
ロ
コ
・
ソ
ラ
ー
レ
だ
が
、
４
年
前
の
平
昌
五

輪
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
後
、
吉
田
知
那
美
選
手

が
「
こ
の
町
に
い
な
か
っ
た
ら
夢
は
か
な
わ
な
か
っ

た
」
と
語
っ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
で
は
、
ジ
ャ
ン
プ
少
年
団
を
持

つ
北
海
道
上
川
町
や
下
川
町
が
有
力
選
手
を
育
て
て

き
た
。
上
川
町
か
ら
は
原
田
雅
彦
、
高
梨
沙
羅
ら
、

下
川
町
か
ら
は
葛
西
紀
明
、
伊
藤
有
希
ら
の
選
手
が

出
た
。
こ
の
外
に
も
、
北
海
道
幕
別
町
出
身
の
高
木

菜
那
・
美
帆
姉
妹
、
長
野
県
白
馬
村
出
身
の
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
複
合
の
渡
部
暁
斗
・
善
斗
兄
弟
な

ど
町
村
か
ら
世
界
に
羽
ば
た
い
た
選
手
は
多
い
。

今
回
の
五
輪
で
、
ア
ス
リ
ー
ト
と
は
身
を
も
っ
て

人
間
の
能
力
の
限
界
に
挑
戦
し
、
可
能
性
を
切
り
拓

く
人
た
ち
の
こ
と
だ
と
悟
っ
た
。
ア
ス
リ
ー
ト
と
い

う
あ
く
な
き
挑
戦
者
を
育
て
た
町
村
に
乾
杯
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

松ま
つ

本も
と

　
克よ

し

夫お

町
村
が
育
て
た
五
輪
選
手

荒
木
会
長
が
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
等
に
関
し
て

　

金
子
総
務
大
臣
と
意
見
交
換
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑵

地
域
農
政
未
来
塾
修
了
式
を
開
催

　

～
塾
生
が
二
日
間
に
わ
た
り
研
究
成
果
を
発
表
～
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑷

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
事
務
の
効
率
化
を
実
現
す
る
手
法

　

～
地
方
分
権
改
革
・
提
案
募
集
方
式
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
～
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑺

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⒁

「
年
中
み
か
ん
の
と
れ
る
ま
ち
」
御
浜
町
��
�
�
�
�
�
三
重
県
御
浜
町
長　

大
畑　

覚
�
⒃

活�

動

活�

動

政�

策

情�

報

随�

想
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は
じ
め
に
、金
子
大
臣
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
先
月
の
意
見
交
換
会
で
は
、
高
齢
者
等

へ
の
3
回
目
接
種
の
前
倒
し
に
つ
い
て
お

願
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。総
理
か
ら
も
、

2
回
目
接
種
か
ら
6
か
月
を
経
過
し
た

方
々
へ
の
接
種
券
の
配
布
促
進
、
接
種
会

場
の
増
設
な
ど
、
1
0
0
万
回
目
標
達

成
に
向
け
て
、
指
示
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
V
R
S
へ
の
入
力
回
数
で
は
、
1
日

1
0
0
万
回
を
上
回
る
日
も
出
て
き
て
お

り
、
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
対
し
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
引
き
続
き
、

日
々
の
接
種
実
績
を
安
定
的
か
つ
着
実
に

あ
げ
て
い
く
取
組
が
必
要
で
あ
る
。
よ
り

一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
と
と
も

に
、
本
日
は
課
題
や

要
望
な
ど
の
ご
意
見

を
頂
戴
し
た
い
」
と

述
べ
た
。

続
い
て
荒
木
会
長

か
ら
は
、「
全
国
の

新
規
感
染
者
数
は
依

然
と
し
て
高
水
準
と

な
っ
て
お
り
、
重
症

者
や
お
亡
く
な
り
に

な
る
方
の
数
は
増
加

を
続
け
て
い
る
。
ま

た
、
家
庭
内
感
染
や
職
場
、
学
校
等
で
ク

ラ
ス
タ
ー
が
頻
発
す
る
な
ど
、
社
会
活
動

全
体
に
も
影
響
が
出
て
い
る
。
こ
れ
以
上

の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
、
医
療
崩
壊
を
食
い

止
め
る
た
め
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接

種
を
、
国
・
自
治
体
・
医
療
関
係
者
等
が

連
携
し
て
推
進
す
る
こ
と
が
最
重
要
の
課

題
で
あ
る
。
私
た
ち
町
村
も
、
政
府
の
要

請
を
受
け
、
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
日
は
、
町
村

現
場
に
お
け
る
課
題
や
要
望
等
を
申
し
上

げ
た
い
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
の
場
で
荒
木
会
長

は
、
追
加
接
種
の
前
倒
し
に
つ
い
て
、「
町

村
現
場
で
は
医
師
等
の
確
保
や
接
種
体
制

の
整
備
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
」と
述
べ
る
と
と
も
に
、

「
前
回
の
意
見
交
換
会
で
も
申
し
上
げ
た

通
り
、
積
雪
が
多
い
時
期
の
高
齢
者
の
会

場
へ
の
移
動
手
段
の
確
保
や
健
康
対
策
な

ど
、
町
村
に
よ
っ
て
抱
え
て
い
る
課
題
は

異
な
る
。
例
え
ば
豪
雪
地
帯
な
ど
の
ハ
ン

デ
ィ
を
抱
え
る
町
村
で
は
、
住
民
が
接
種

を
受
け
や
す
い
時
期
に
合
わ
せ
て
全
体
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
調
整
し
、
集
中
的
に
接

種
す
る
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取

組
を
鋭
意
進
め
て
い
る
」と
し
た
う
え
で
、

さ
ら
な
る
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続

き
国
・
都
道
府
県
に
よ
る
広
域
的
な
支
援

を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
追
加
接
種
を
円
滑

に
、
確
実
に
進
め
る
た
め
の
重
要
な
カ
ギ

と
な
る
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
や
時
期
等

の
早
め
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
も
重
ね
て

要
請
し
た
。

ま
た
、
副
反
応
等
へ
の
不
安
か
ら
モ
デ

ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
敬
遠
す
る
傾
向
が
、
以

前
よ
り
減
っ
て
は
い
る
も
の
の
未
だ
に

残
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
私
自

身
を
含
め
全
国
町
村
会
役
員
の
町
村
長
も

自
ら
モ
デ
ル
ナ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
な

ど
、
住
民
に
対
し
て
交
互
接
種
の
安
全
性

の
P
R
に
努
め
て
い
る
」
と
述
べ
、
国
に

よ
る
一
段
の
広
報
強
化
を
求
め
た
。

最
後
に
、
5
歳
か
ら
11
歳
の
小
児
用

フ
ァ
イ
ザ
ー
ワ
ク
チ
ン
が
ま
も
な
く
各
自

治
体
に
配
送
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
対
し
、「
子
ど
も
た
ち
へ
の
感
染

が
急
増
し
、
学
級
閉
鎖
や
幼
稚
園
な
ど
の

休
園
が
相
次
ぐ
中
で
、
接
種
を
希
望
す
る

小
児
へ
の
対
応
も
町
村
に
と
っ
て
重
要
な

課
題
で
あ
る
」
と
し
た
う
え
で
、
配
分
量

に
つ
い
て
は
、「
3
月
ま
で
の
配
分
量
が

全
国
の
小
児
人
口
の
約
2
割
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
や
に
聞
い
て
い
る
が
、
私
の

町
で
保
護
者
を
対
象
に
接
種
希
望
の
意
向

調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
約
半
数
の
方
が

荒
木
泰
臣
全
国
町
村
会
長
（
熊
本
県
嘉
島
町
長
）
は
、
2
月
19
日
、
金
子
恭

之
総
務
大
臣
と
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

（
W
E
B
会
議
）
を
行
っ
た
。

荒
木
会
長
が
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

荒
木
会
長
が
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

追
加
接
種
等
に
関
し
て
金
子
総
務
大
臣
と
意
見
交
換

追
加
接
種
等
に
関
し
て
金
子
総
務
大
臣
と
意
見
交
換
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希
望
さ
れ
た
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
が
確
保
で

き
る
か
ど
う
か
心
配
し
て
い
た
が
、本
日
、

県
を
通
じ
て
第
4
ク
ー
ル
ま
で
の
配
分
量

が
示
さ
れ
、
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
」
と
述
べ
た
。
一
方
、
打
ち
手
の
確
保

に
つ
い
て
は
、「
特
に
町
村
部
で
は
、
小

児
科
医
が
極
め
て
少
な
い
、
あ
る
い
は
い

な
い
た
め
、
打
ち
手
の
確
保
が
大
き
な
課

題
に
な
っ
て
い
る
。
国
に
お
い
て
は
、
国

民
へ
の
小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
丁

寧
な
情
報
提
供
と
と
も
に
、
医
療
団
体
に

対
す
る
協
力
要
請
等
を
引
き
続
き
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
や
、
広
域
的
な
医
師
派
遣

に
向
け
た
働
き
か
け
な
ど
、
小
児
へ
の
打

ち
手
確
保
の
た
め
の
支
援
を
講
じ
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
担
当
大

臣
や
厚
生
労
働
大
臣
に
も
伝
え
て
い
た
だ

く
こ
と
を
求
め
、
意
見
陳
述
を
締

め
括
っ
た
。

荒
木
会
長
の
発
言
を
受
け
、
金

子
大
臣
は
、「
都
会
に
近
い
町
村

と
山
間
部
や
豪
雪
地
帯
の
町
村

で
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
課
題
を

抱
え
て
い
る
中
で
、
接
種
を
前
倒

し
で
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
総
理
も
感
謝

し
て
い
る
。
ま
た
、
未
だ
モ
デ
ル

ナ
に
対
し
て
不
安
を
持
っ
て
い

る
方
々
も
お
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
を
希
望
す
る
こ
と
で
接
種
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
懸
念
も
あ
る

た
め
、
交
互
接
種
の
効
果
や
安
全
性
に
関

す
る
広
報
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た

い
」
と
応
え
る
と
と
も
に
、
接
種
券
に
つ

い
て
は
、「
接
種
間
隔
に
関
す
る
国
の
方

針
の
度
重
な
る
変
更
に
よ
り
、
町
村
の
現

場
で
は
接
種
券
を
刷
り
直
す
な
ど
混
乱
を

招
い
た
と
思
う
が
、
国
か
ら
は
接
種
券
の

表
記
に
か
か
わ
ら
ず
6
か
月
経
過
し
た
希

望
者
は
接
種
可
能
で
あ
る
旨
の
広
報
を
徹

底
す
る
な
ど
現
場
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く

の
で
、
ま
ず
は
接
種
券
の
早
急
な
送
付
を

お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
小
児
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
は
、

「
町
村
の
現
場
に
過
度
な
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
、
国
の
責
任
で
ワ
ク
チ
ン
の
安
全

性
の
広
報
や
総
量
の
確
保
等
に
努
力
す
る

の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
賜
り
た
い
」
と

の
発
言
が
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
金
子
大
臣
の
発
言
を
受
け
、

荒
木
会
長
か
ら
は
、「
大
規
模
会
場
や
職

域
で
の
接
種
も
進
ん
で
い
る
た
め
、
接
種

券
は
で
き
る
だ
け
早
く
発
送
す
る
よ
う
努

め
て
い
る
。
私
の
町
で
は
来
週
中
に
は
ほ

と
ん
ど
の
該
当
者
に
接
種
券
が
届
く
見
込

み
で
あ
る
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
モ
デ

ル
ナ
の
希
望
者
が
少
な
い
と
い
う
町
の
実

情
を
挙
げ
、
広
報
の
強
化
を
改
め
て
要
請

し
た
。

最
後
に
、
金
子
大
臣
が
、「
岸
田
総
理

も
着
実
に
し
っ
か
り
と
現
場
の
声
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
進
め
て
お
ら
れ
る
の
で
、
引

き
続
き
、
接
種
の
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
向
け

て
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
本
日
い
た
だ

い
た
ご
要
望
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
く
」
と
述
べ
、
会
合
を
締

め
括
っ
た
。

◎�応急救助等にかかる費用が対象� �
（災害救助法の適用を受けた災害は対象外）

◎�新型コロナウイルス対策費用も対象� �
（感染症対策としてホテルを借りる費用、マスク･消毒液等の費用）

◦�補償内容の詳細は「町村.com」をご覧ください。�
（https://www.zck.or.jp/choson/）
◦�加入の申し込み、お問い合わせはお近くの都道府県町
村会までご連絡ください。

近年、自然災害が増加し、毎年多くの避難指示等の発令がなされていますが、発令の約９割以上が災害救助法の適
用にいたっていません。未適用となり、住民の避難のために発生した費用は、すべて自治体の財源で賄わなければ
なりません。その財政負担を軽減するのが、「災害対策費用保険制度」です。
保険料は普通交付税措置されていますので、想定外の自然災害に備え、ぜひ本制度をご活用ください。

災害対策に
役立っています！災害対策費用保険制度災害対策費用保険制度 をご活用ください をご活用ください

▲意見を述べる荒木会長

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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地
域
農
政
未
来
塾
は
、
塾
長
を
生
源
寺

眞
一
福
島
大
学
教
授
・
食
農
学
類
長
が
務

め
、
ゼ
ミ
を
担
当
す
る
主
任
講
師
を
小
田

切
徳
美
明
治
大
学
教
授
、
榊
田
み
ど
り
明

治
大
学
客
員
教
授
、
荘
林
幹
太
郎
学
習
院

女
子
大
学
教
授
、
中
嶋
康
博
東
京
大
学
大

学
院
教
授
（
50
音
順
）
の
4
名
が
務
め
る
。

修
了
式
で
は
、
は
じ
め
に
、
生
源
寺
塾

長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、「
2
0
1
6
年
度

に
1
期
生
を
迎
え
た
地
域
農
政
未
来
塾
も

昨
年
度
は
開
催
を
見
送
っ
た
も
の
の
、
本

年
度
は
５
期
生
を
迎
え
、
本
日
、
無
事
修

了
式
を
開
催
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
本
年

度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
す
べ
て
の
講
義
、
ゼ
ミ
が
オ

ン
ラ
イ
ン
と
な
り
、
最
後
の
研
究
発
表
・

修
了
式
も
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
町
村
役
場
で
も
い
わ
ば
、
非
常
事
態

の
中
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う

な
中
で
本
塾
に
職
員
を
送
り
出
し
て
い
た

だ
い
た
町
村
長
並
び
に
役
場
の
方
々
に
は

感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
唯
一
の
対
面
と
し

て
行
わ
れ
た
ゼ
ミ
毎
の
現
地
訪
問
で
は
、

現
地
の
方
々
と
の
交
流
や
、
塾
生
と
主
任

講
師
、
塾
生
同
士
の
貴
重
な
交
流
の
機
会

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
未
来
塾
の
良

さ
の
一
つ
は
、
講
師
と
塾
生
、
塾
生
同

士
の
つ
な
が
り
な
の
で
、
本
日
を
た
だ
塾

の
終
了
と
す
る
の
で
は
な
く
、
講
師
と

塾
生
、
塾
生
同
士
の
今
後
の
つ
な
が
り
の

ス
タ
ー
ト
の
日
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

次
に
、
全
国
町
村
会
の
武
居
事
務
総
長

が
挨
拶
に
立
ち
、「
本
年
度
の
塾
生
の
皆

さ
ん
は
リ
モ
ー
ト
形
式
で
の
開
催
と
は

な
っ
た
が
、
普
段
の
業
務
で
は
経
験
す
る

こ
と
の
な
い
貴
重
な
体
験
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
町
村
に
お
い
て
は
、
何
よ
り

も
「
ひ
と
」
が
政
策
実
行
の
カ
ギ
を
握
り
、

役
場
職
員
が
そ
れ
ら
の
取
組
の
「
中
核
」

と
な
っ
て
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
活
躍
の
舞
台
は
、
先
人
た
ち

が
長
き
に
わ
た
り
、
か
け
が
え
の
な
い
価

全
国
町
村
会
（
会
長
・
荒
木
泰
臣
熊
本
県
嘉
島
町
長
）
は
、 

２
月
18
日
、
全

国
町
村
会
館
で
「
令
和
３
年
度
地
域
農
政
未
来
塾
」
の
修
了
式
を
オ
ン
ラ
イ
ン

形
式
で
行
っ
た
。

「
地
域
農
政
未
来
塾
」
は
、
地
域
の
課
題
に
対
応
し
た
農
業
・
農
村
政
策

を
実
践
で
き
る
農
政
等
の
担
当
者
の
養
成
を
目
指
す
9
か
月
間
の
研
修
で
、

２
0
1
6
年
度
か
ら
開
講
し
た
も
の
で
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ

た
が
、
５
回
目
と
な
る
今
年
度
は
、
昨
年
５
月
に
開
講
し
、
講
義
・
ゼ
ミ
と
も

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
実
施
し
、
現
地
調
査
や
論
文
作
成
、
研
究
発
表
等
、
す
べ

て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終
え
た
13
名
が
修
了
式
を
迎
え
た
。

▶
塾
長
：
生
源
寺
福
島
大
学
教
授

地
域
農
政
未
来
塾
修
了
式
を
開
催

地
域
農
政
未
来
塾
修
了
式
を
開
催

　
　
～
塾
生
が
二
日
間
に
わ
た
り
研
究
成
果
を
発
表
～

　
　
～
塾
生
が
二
日
間
に
わ
た
り
研
究
成
果
を
発
表
～

全

国

町

村

会

全

国

町

村

会

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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値
を
守
り
育
て
て
き
た
農
山
漁
村
で
あ

り
、農
業
を
は
じ
め
と
す
る
「
な
り
わ
い
」

の
現
場
で
あ
る
。私
ど
も
全
国
町
村
会
は
、

昨
年
、
創
立
か
ら
1
0
0
周
年
を
迎
え
、

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越
え
、
新
た
な

1
0
0
年
を
ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
も
あ

る
。
幾
多
の
諸
先
輩
の
町
村
職
員
が
現
場

で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

を
乗
り
越
え
て
き
た
経
験
・
財
産
を
活
か

し
、
そ
の
上
に
、
こ
の
塾
で
学
ん
だ
こ
と
、

語
り
合
っ
た
こ
と
、
気
づ
い
た
こ
と
を
皆

さ
ん
の
農
山
漁
村
の
現
場
を
舞
台
に
し

て
、
ぜ
ひ
、
次
の
時
代
を
担
う
子
供
た
ち

に
つ
な
げ
る
よ
う
華
開
か
せ
て
ほ
し
い
。

皆
さ
ん
の
活
躍
を
お
祈
り
す
る
」
と
塾
生

を
激
励
し
た
。

来
賓
と
し
て
臨
席
し
た
枝
元
真
徹
農
林

水
産
事
務
次
官
か
ら
は
、「
現
在
、
農
林

水
産
業
や
食
品
産
業
は
国
内
の
人
口
減
少

に
伴
う
、
農
林
漁
業
者
の
減
少
、
高
齢
化

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。
一
方
、
世
界
的
に
み
る
と
そ
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
拡
大
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
い
か
に
し
て
地
域
の
農
林
水

産
業
や
食
品
産
業
を
成
長
さ
せ
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
か
は
地
域
の
行

政
の
最
前
線
に
立
た
れ
て
お
ら
れ
る
皆
さ

ま
方
の
肩
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
く
、
地
域
を
新
た
に
発
展
さ

せ
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

今
回
の
経
験
を
糧
に
、
地
域
同
士
や
国
と

町
村
の
一
層
の
連
携
を
図
り
、
各
地
域
の

活
性
化
が
実
現
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
」

と
期
待
を
寄
せ
た
。

続
い
て
、
4
名
の
主
任
講
師
の
紹
介
と

挨
拶
が
行
わ
れ
、
小
田
切
教
授
か
ら
は
、

「
今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
講
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
十
分
な
講
義
、
ゼ
ミ
が

で
き
た
か
自
信
は
な
い
が
力
は
入
れ
て

行
っ
た
。
二
点
だ
け
申
し
上
げ
る
が
、
そ

れ
は
、
生
源
寺
先
生
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て

い
る『
大
事
な
の
は
解
答
で
は
な
く
解
法
』

と
い
う
点
と
『
聞
き
上
手
に
な
り
、
徹
底

的
に
聞
き
出
す
』
と
い
う
点
で
、
こ
れ
は

ぜ
ひ
覚
え
て
お
い
て
ほ
し
い
」。
榊
田
教

授
か
ら
は
、「
私
は
、
農
業
の
こ
と
を
考

え
る
な
ら
農
業
だ
け
を
考
え
て
い
て
は
だ

め
と
い
つ
も
言
っ
て
い
る
。『
自
分
の
と

こ
ろ
に
は
何
も
な
い
』
と
い
う
感
覚
で
は

な
く
、
俯
瞰
し
て
自
分
た
ち
の
地
域
に
何

が
あ
る
の
か
、
ど
ん
な
地
域
資
源
が
あ
る

の
か
つ
か
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
ま
ず
は
き
っ
ち
り
現
場
を
見
る
と
い

う
視
点
を
持
ち
続
け
て
ほ
し
い
」。
荘
林

教
授
か
ら
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
こ

と
を
総
合
し
て
地
域
を
考
え
る
と
い
う
こ

と
は
、
皆
さ
ん
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
だ

と
思
う
。
こ
の
こ
と
を
ぜ
ひ
心
に
お
い
て

公
務
員
生
活
を
充
実
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
大
学
で
は
学
習
成
果
の
可
視

化
を
行
う
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お

り
、
未
来
塾
で
は
卒
業
論
文
を
可
視
化
す

る
作
業
が
あ
り
、
皆
さ
ん
も
力
が
つ
い
て

き
た
こ
と
と
思
う
」。
中
嶋
教
授
か
ら
は
、

「
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
外
で
飲
む
機
会

が
あ
っ
た
2
回
の
う
ち
1
回
が
ゼ
ミ
の
現

地
調
査
で
私
の
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
。

マ
ス
ク
生
活
や
ズ
ー
ム
会
議
で
、
目
し
か

出
て
い
な
く
て
も
表
情
が
わ
か
る
よ
う
に

な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

も
変
わ
っ
て
き
た
。
ま
た
、
町
村
役
場
で

も
B
C
P
を
意
識
し
て
緊
張
感
の
あ
る
1

年
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
っ
た

中
で
、
素
晴
ら
し
い
論
文
を
書
い
て
い
た

だ
き
感
謝
を
申
し
上
げ
る
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
塾
生
へ
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

▶
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
様
子

▶

来
賓
：
枝
元
農
林
水
産
事
務
次
官

▶ �主任講師：（左から）小田切明治大学教授、榊田農政ジャーナリスト・明治大
学客員教授、荘林学習院女子大学教授、中嶋東京大学大学院教授

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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ま
た
、
当
塾
の
運
営
委
員
長
を
務
め
て

い
る
皆
川
芳
嗣
㈱
農
林
中
金
総
合
研
究
所

理
事
長
か
ら
は
、「
今
年
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
開
講
で
対
面
で
の
や
り
取
り
が
で
き

な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
り
、
な
か
な

か
厳
し
い
中
で
の
取
組
で
あ
っ
た
と
思

う
。
し
か
し
、
こ
の
時
代
も
ず
っ
と
続
く

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
今
後
も
５
期
生

と
い
う
横
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
難
儀
の
際
に
頼
れ

る
と
こ
ろ
は
最
前
線
に
い
る
基
礎
自
治
体

の
皆
さ
ま
方
の
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
が

ま
さ
に
我
々
が
や
っ
て
き
て
い
る
こ
と
だ

と
思
う
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

引
き
続
き
、
修
了
証
の
授
与
式
が
行
わ

れ
、
生
源
寺
塾
長
か
ら
13
名
の
塾
生
の
氏

名
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
未
来
塾
の
修
了
を

証
す
る
旨
の
宣
言（
修
了
証
は
後
日
発
送
）

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
優
秀
論
文
の
発
表

が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
に
は
栃
木
県
茂
木

町
・
根
本
龍
太
郎
氏
が
、
優
秀
賞
に
は
、

岩
手
県
紫
波
町
・
高
杉
佑
氏
と
山
形
県
小

国
町
・
遠
藤
愛
氏
が
選
ば
れ
た
。
ま
た
、

ベ
ス
ト
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
賞
に
は
秋

田
県
大
潟
村
・
池
田
龍
成
氏
が
選
ば
れ
た
。

受
賞
者
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
喜
び
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
っ
た
（
表
彰
状
と
記
念
品
は
後
日

発
送
）。

最
後
に
、
塾
生
を
代
表
し
て
愛
媛
県
愛

南
町
の
松
村
拓
未
氏
か
ら
「
本
日
、
無
事

修
了
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
す

る
皆
さ
ま
方
に
我
々
塾
生
一
同
感
謝
申
し

上
げ
る
。
講
義
や
各
ゼ
ミ
で
の
ご
指
導
と

活
発
な
意
見
交
換
に
よ
り
、
農
業
や
農
村

を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
に
対
応
す
る
た

め
の
気
付
き
と
解
法
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
と
実
感
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

で
の
講
座
、
ゼ
ミ
で
は
あ
っ
た
が
、
現
地

研
修
は
無
事
に
実
施
さ
れ
、
訪
問
先
で
の

学
び
・
交
流
が
あ
っ
た
。
私
の
ゼ
ミ
で
は
、

宮
崎
県
西
米
良
村
を
訪
れ
、
長
年
村
を
牽

引
さ
れ
て
き
た
黒
木
村
長
か
ら
講
話
を
い

た
だ
き
、
論
文
作
成
の
ヒ
ン
ト
だ
け
で
な

く
自
治
体
職
員
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
、

心
構
え
に
つ
い
て
ご
教
授
い
た
だ
い
た
。

今
後
は
、
地
域
を
支
え
、
住
民
か
ら
信
頼

さ
れ
る
職
員
を
目
指
し
、
各
自
が
尽
力
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
塾

を
通
し
て
生
ま
れ
た
講
師
の
方
々
や
塾
生

と
の
出
会
い
・
絆
を
今
後
も
大
切
に
し
、

支
え
合
い
な
が
ら
町
村
の
振
興
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
る
」
と
謝
辞
を
述
べ
、

修
了
式
を
閉
会
し
た
。

▲�
運
営
委
員
長
：
皆
川
㈱
農
林
中
金
総
合
研

究
所
理
事
長

▶ �塾生を代表して謝辞を述べた愛媛県
愛南町の松村氏

　◎
町
村
週
報
ご
購
読
の
ご
案
内
◎

　「
町
村
週
報
」を
毎
号
ご
自
宅
や
職
場

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
購
読
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

zck.or.jp

）

に
て
、
全
国
町
村
会
広
報
部
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、
５
０
０
円
（
送
料

込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

折
り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

　「町村.com」が、町村関係者にとって
真に役立つホームページとなることを
目指しています。
　ご感想・ご意見を下記メールアドレ
スにお寄せください。

kouhou@zck.or.jp

町村専用ページ「町村 .com」をぜひご覧ください
全国町村会の活動状況
中央省庁などの政策情報
全国の町村の先進的な取り組み事例
各種統計資料
など様々なデータを公表

随時更新

・「町村 .com」は、町村関係者の方だけがご利用いただける専用ページです。ご覧になる際は、所定のパスワードが必要になります。
・ユーザー名とパスワードは、各町村にお知らせ済み（平成18年9月27日付）ですが、 お問い合わせは、全国町村会広報部（kouhou@zck.or.jp）

までお願いいたします。
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１１
．
は
じ
め
に

．
は
じ
め
に

地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
地
域
の
課
題

を
解
決
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
皆
様
は
ど

の
よ
う
な
リ
ソ
ー
ス
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
。「
財
源
」、「
人
材
」
等

が
真
っ
先
に
浮
か
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
実
は
そ
れ
ら
だ
け
で
は
乗
り

越
え
ら
れ
な
い
壁
の
一
つ
と
し
て
「
国
の

制
度
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
皆
様
は
日
頃

の
業
務
の
中
で
、「
国
の
制
度
で
決
ま
っ

て
い
る
か
ら
そ
れ
は
で
き
な
い
」、「
国
の

手
続
が
多
過
ぎ
て
大
変
」
な
ど
と
感
じ
た

経
験
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

提
案
募
集
方
式
は
、
国
が
定
め
る
全
国

一
律
の
制
度
に
地
方
や
住
民
が
合
わ
せ
る

の
で
は
な
く
、
多
様
な
地
域
の
実
情
や
時

代
、
環
境
の
変
化
に
応
じ
、
地
方
の
発
意
・

提
案
で
国
の
制
度
を
変
え
、
地
域
が
直
面

す
る
課
題
を
解
決
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
行
政
事
務
の
効
率
化
・
簡
略
化
を

図
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
。

本
稿
で
は
、
９
年
目
を
迎
え
る
提
案
募

集
方
式
に
よ
る
地
方
分
権
改
革
の
特
徴

と
実
際
の
成
果
事
例
、
令
和
４
年
の
提
案

募
集
、
提
案
募
集
方
式
を
活
用
す
る
た
め

の
内
閣
府
の
支
援
策
等
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

２２
．．��

地
方
分
権
改
革
・

地
方
分
権
改
革
・��

提
案
募
集
方
式
の
コ
ン
セ
プ
ト

提
案
募
集
方
式
の
コ
ン
セ
プ
ト

地
方
分
権
改
革
は
、
住
民
に
身
近
な
行

政
は
、
住
民
に
身
近
な
地
方
公
共
団
体
が

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
施
策

を
実
施
で
き
る
よ
う
、
国
か

ら
地
方
公
共
団
体
へ
の
事

務
・
権
限
の
移
譲
や
、
地
方

に
対
す
る
規
制
緩
和
な
ど
を

進
め
る
も
の
で
す
。

平
成
26
年
か
ら
は
、
地
方

か
ら
の
提
案
を
実
現
す
る
こ

と
に
よ
り
改
革
を
推
進
す
る

「
提
案
募
集
方
式
」
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
提
案
募
集
方

式
の
概
要
を
説
明
し
ま
す

（
図
１
）。
ま
ず
、
地
方
公
共

団
体
の
職
員
が
地
域
住
民
・

事
業
者
の
声
等
か
ら
地
域
の

課
題
を
発
見
し
、
そ
れ
を
解

決
す
る
た
め
に
各
府
省
等
に

相
談
し
て
も
制
度
の
壁
に
よ

り
解
決
が
難
し
い
場
合
に
、

内
閣
府
へ
国
の
制
度
改
正
に

つ
い
て
提
案
い
た
だ
き
ま

す
。
そ
し
て
、
内
閣
府
及
び

地
方
分
権
改
革
有
識
者
会

議
・
提
案
募
集
検
討
専
門
部

会
で
は
、
地
方
公
共
団
体
等

か
ら
の
提
案
を
も
と
に
制
度

所
管
府
省
に
検
討
要
請
を
行
い
、
提
案
の

実
現
に
向
け
て
調
整
を
行
い
ま
す
。
調
整

が
つ
い
た
場
合
に
は
、「
地
方
か
ら
の
提

案
等
に
関
す
る
対
応
方
針
」
の
閣
議
決
定

を
経
て
、
実
際
に
制
度
改
正
や
運
用
改
善

図
１　

提
案
募
集
方
式
の
概
要

～～地方分権改革・提案募集方式による地域課題の解決地方分権改革・提案募集方式による地域課題の解決～～

住民サービスの向上と行政事務の住民サービスの向上と行政事務の
効率化を実現する手法効率化を実現する手法

内閣府地方分権改革推進室　参事官補佐　三浦　朋子内閣府地方分権改革推進室　参事官補佐　三浦　朋子
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を
行
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
等
に
つ

な
げ
て
い
く
と
い
う
流
れ
で
す
。

ま
た
、
提
案
の
対
象
は
、
地
方
公
共
団

体
へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
と
地
方
に
対

す
る
規
制
緩
和
で
あ
り
、
地
方
公
共
団
体

が
関
わ
る
全
国
的
な
制
度
改
正
等
に
係
る

提
案
が
対
象
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
政
策
分
野
に
お
い
て
提
案
が
行
わ
れ
て

き
て
お
り
、
法
律
、
政
省
令
の
改
正
だ
け

で
な
く
、
要
綱
・
要
領
、
通
知
の
改
正
、

制
度
の
運
用
改
善
な
ど
の
対
応
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

提
案
の
実
現
の
た
め
の
最
も
重
要
な
要

素
は
、「
現
場
で
の
リ
ア
ル
な
支
障
」で
す
。

国
の
制
度
を
改
正
す
る
根
拠
と
し
て
こ
れ

に
勝
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
地
方

公
共
団
体
の
方
々
は
遠
慮
す
る
こ
と
な

く
、
肌
で
感
じ
た
現
場
の
支
障
を
内
閣
府

に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

内
閣
府
で
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
派
遣

さ
れ
て
い
る
調
査
員
が
中
心
と
な
り
提
案

募
集
の
実
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。現
在
、

31
名
の
調
査
員
が
地
方
と
の
連
絡
・
調
整

の
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
公
共
団

体
か
ら
は
内
閣
府
は
敷
居
が
高
い
と
感
じ

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
内
閣
府
の

窓
口
も
同
じ
地
方
公
共
団
体
の
職
員
で
す

の
で
、
国
と
地
方
公
共
団
体
双
方
の
仕
事

を
理
解
す
る
立
場
か
ら
丁
寧
に
対
応
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３３
．．��

提
案
募
集
方
式
に
よ
る

提
案
募
集
方
式
に
よ
る��

成
果
事
例

成
果
事
例

平
成
26
年
よ
り
提
案
募
集
が
始
ま
り
、

こ
れ
ま
で
に
約
3
、
0
0
0
件
以
上
の
提

案
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
村
の
提
案

に
よ
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
た
成

果
事
例
を
２
つ
紹
介
し
ま
す
。

①�

「
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
高
額
療
養

費
支
給
申
請
手
続
の
簡
素
化
に
関
す
る

提
案
」（
提
案
主
体
：
愛
媛
県
砥
部
町

な
ど
）

≪
地
域
の
課
題
≫

高
額
療
養
費
の
支
給
を
申
請
す
る
際
、

70
歳
未
満
の
被
保
険
者
は
、
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
月
毎
に
市
区
町
村
に
支
給

申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
、
市
区

町
村
は
、
提
出
さ
れ
た
申
請
書
の
内
容
を

そ
の
都
度
、
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
申
請
者
と
市
区
町
村
の
双
方
に
負

担
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

≪
提
案
に
よ
る
解
決
≫

砥
部
町
な
ど
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
70

歳
未
満
の
被
保
険
者
に
つ
い
て
も
、
70
歳

以
上
の
被
保
険
者
と
同
様
に
、
市
区
町
村

の
判
断
に
よ
り
申
請
手
続
を
簡
素
化
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
省
令
を
改
正
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
て
の
被
保
険

者
の
申
請
に
係
る
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と

と
も
に
、
市
区
町
村
の
事
務
負
担
の
軽
減

も
期
待
さ
れ
ま
す
。

②�

「
郵
便
局
に
お
い
て
取
扱
い
が
可
能
な

地
方
公
共
団
体
の
事
務
の
範
囲
の
拡
大

に
関
す
る
提
案
」（
提
案
主
体
：
長
野

県
泰
阜
村
）

≪
地
域
の
課
題
≫

郵
便
局
へ
委
託
で
き
る
地
方
公
共
団
体

の
窓
口
業
務
は
一
部
の
証
明
書
の
交
付
に

係
る
窓
口
業
務
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
特

に
過
疎
地
域
に
お
い
て
は
住
民
の
利
便
性

の
確
保
に
支
障
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

≪
提
案
に
よ
る
解
決
≫

泰
阜
村
な
ど
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
転

出
届
の
受
付
や
転
出
証
明
書
の
引
渡
し
、

印
鑑
登
録
の
廃
止
申
請
の
受
付
等
の
事
務

に
つ
い
て
も
郵
便
局
へ
の
委
託
が
可
能
と

な
る
よ
う
法
律
を
改
正
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
住
民
の
利
便
性
が
向
上
す
る
と

と
も
に
行
政
運
営
の
合
理
化
に
寄
与
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び
行
政
事
務

の
効
率
化
の
双
方
に
寄
与
し
た
事
例
を
２

つ
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
事
例

だ
け
で
は
な
く
、
あ
ま
り
に
も
過
大
な
制

度
所
管
府
省
等
へ
の
提
出
書
類
の
簡
素
化

な
ど
、
地
方
公
共
団
体
の
現
場
で
日
々

行
っ
て
い
る
業
務
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
提
案
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
地

方
公
共
団
体
の
職
員
の
皆
さ
ん
が
幅
広
い

業
務
を
担
当
し
て
多
忙
を
極
め
て
い
る

中
、
働
き
方
改
革
の
観
点
か
ら
業
務
の
合

理
化
を
図
り
、
真
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

い
け
な
い
業
務
に
注
力
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
も
提
案
募
集
方
式
の
活
用
方
法
の

１
つ
と
言
え
ま
す
。

４４
．．��

令
和
令
和
４４
年
の
提
案
募
集

年
の
提
案
募
集��

に
つ
い
て

に
つ
い
て

令
和
４
年
の
提
案
募
集
の
事
前
相
談
・

受
付
が
３
月
１
日
よ
り
始
ま
り
ま
し
た
。

例
年
通
り
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
事
務
・

権
限
の
移
譲
及
び
地
方
に
対
す
る
規
制
緩

和
に
係
る
提
案
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

そ
の
上
で
、
類
似
す
る
制
度
改
正
を
一
括

し
て
検
討
す
る
た
め
、
２
つ
の
事
項
を
重

点
募
集
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
皆
様
か

ら
の
積
極
的
な
提
案
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

≪
令
和
４
年　

重
点
募
集
テ
ー
マ
≫

◆�

重
点
募
集
テ
ー
マ
①
「
計
画
策
定
等
」

地
方
公
共
団
体
に
対
し
計
画
等
の
策
定

や
そ
の
内
容
及
び
手
続
を
義
務
付
け
る
規

定
等
の
見
直
し

◆�

重
点
募
集
テ
ー
マ
②
「
デ
ジ
タ
ル
（
情

報
通
信
技
術
の
活
用
）」

情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
、
既
存

シ
ス
テ
ム
の
使
い
勝
手
の
改
善
等
を
通
じ

た
、
住
民
の
負
担
軽
減
や
地
方
公
共
団
体

の
業
務
の
効
率
化
・
簡
素
化
を
図
る
た
め

の
国
の
規
制
（
法
令
解
釈
や
運
用
・
慣
習

上
の
規
制
を
含
む
）
の
見
直
し

な
お
、
提
案
を
提
出
い
た
だ
く
前
に
、

必
ず
内
閣
府
へ
の
事
前
相
談
を
お
願
い
し

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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て
い
ま
す
。
事
前
相
談
の
受
付
は
５
月
10

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
締
切
間
際

に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
時
間
的

な
余
裕
を
も
っ
て
ご
相
談
い
た
だ
け
る
と

提
案
内
容
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
可
能
な
範
囲
で
早
期
の
ご
相

談
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。事
前
相
談
は
、

都
道
府
県
・
市
町
村
を
問
わ
ず
、
案
件
毎

に
事
業
担
当
課
か
ら
の
直
接
の
ご
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

５５
．．��

地
方
公
共
団
体
を
サ
ポ
ー
ト

地
方
公
共
団
体
を
サ
ポ
ー
ト��

す
る
地
方
支
援
の
取
組

す
る
地
方
支
援
の
取
組

提
案
実
績
の
あ

る
市
区
町
村
は
毎

年
増
加
傾
向
に
あ

り
、
そ
の
割
合
は

全
体
の
約
36
％
ま

で
増
加
し
、
提
案

の
す
そ
野
は
着
実

に
広
が
っ
て
い
ま

す
。
一
方
、
町
村

か
ら
の
提
案
も
着

実
に
増
加
し
て
い

る
も
の
の
、
提
案

実
績
の
あ
る
町
村

は
町
村
全
体
の
約

24
％
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
町
村
か

ら
の
提
案
を
さ
ら

に
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま

す
（
図
２
）。

令
和
３
年
に
実

施
し
た
地
方
公
共

団
体
向
け
の
研
修

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
み
る
と
、
受
講
者
に

お
け
る
提
案
募
集
方
式
の
認
知
度
は
約
３

割
と
低
い
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
提
案
募

集
方
式
の
普
及
に
向
け
取
り
組
む
余
地
が

ま
だ
ま
だ
大
き
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

内
閣
府
で
は
、
地
方
公
共
団
体
か
ら
の

提
案
の
す
そ
野
を
拡
大
す
る
た
め
に
、
研

修
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
企
画
・
講
師

派
遣
、
提
案
募
集
方
式
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝

え
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や
成
果
事
例
集
等
の

支
援
ツ
ー
ル
の
作
成
・
配
布
等
の
地
方
支

援
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研
修
で
は
、
地
方
分
権
改
革
の
い
ろ
は

を
学
び
、
模
擬
的
な
提
案
作
成
等
を
体
験

で
き
る
た
め
、
研
修
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、「
こ
れ
ま
で
国
の
制
度
・
基
準
で
決

ま
っ
て
い
る
か
ら
仕
方
な
い
と
思
っ
て
い

た
が
、
今
後
は
提
案
募
集
方
式
に
よ
り
変

え
ら
れ
な
い
か
と
考
え
な
が
ら
業
務
に
取

り
組
み
た
い
」
等
、
前
向
き
な
反
応
が
非

常
に
多
く
、
研
修
満
足
度
は
約
９
割
と
概

ね
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
研
修
な
ど
を

き
っ
か
け
に
し
て
、
初
め
て
提
案
に
至
っ

た
市
町
村
も
多
く
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

内
閣
府
で
は
、
各
都
道
府
県
町
村
会
が
主

催
し
て
い
る
研
修
や
都
道
府
県
主
催
の
市

町
村
職
員
向
け
研
修
の
ほ
か
、
町
村
が
単

独
で
実
施
す
る
研
修
に
も
講
師
派
遣
を
行

う
な
ど
に
よ
り
、
町
村
へ
の
働
き
か
け
を

強
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
対
面
方
式
で
の
研
修
に
加
え
、

W
E
B
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
内
閣
府

講
師
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
（
座
学
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
地
方
公
共
団
体
向
け
の
研
修

内
容
（
座
学
）
を
約
40
分
で
ま
と
め
た
地

方
分
権
改
革
・
提
案
募
集
方
式
に
関
す
る

基
礎
を
学
ぶ
た
め
の
学
習
動
画
や
、
提
案

HH2266 HH2277 HH2288 HH2299 HH3300 RR11 RR22 RR33

提案市区町
村数

68 39 97 129 256 282 232 197

うち初提案 68 20 70 65 146 129 80 46

累計の提案
市区町村数
（町村数）

68
(5)

88
(10)

158
(27)

223
(53)

369
(99)

498
(167)

578
(200)

624
(222)

3.9%
(0.5%)

5.1%
(1.1%)

9.1%
(2.9%)

12.8%
(5.7%)

21.2%
(10.7%)

28.6%
(18.0%)

33.2%
(21.6%)

35.8%
(24.0%)

図２ 提案市区町村数等の推移

提案主体

①①地地方方公公共共団団体体へへのの事事務務・・権権限限のの移移譲譲

②②地地方方にに対対すするる規規制制緩緩和和

※以下のような提案は上記①②に該当しないため対象外。
・国・地方の税財源配分や税制改正
・予算事業の新設提案
・国が直接執行する事業の運用改善……等

①都道府県及び市町村（特別区を含む）
②一部事務組合及び広域連合
③全国的連合組織
④地方公共団体を構成員とする組織

提案までの流れ

受付期間・問合せ先

事事前前相相談談：：３３/１１（（火火））～～５５/10（（火火））

本本提提案案：：３３/１１（（火火））～～６６/１１（（水水））

【提出・相談先（提案募集総括担当）】
電 話：03-3581-2437
メール：teianbosyu.c3b@cao.go.jp

①①事事前前相相談談（随時）

地域の課題や支障事例等を把握し、内閣府にメール・
電話により事前に相談。
※この時点では首長の了解は不要です。令和３年度のうちから

早めの相談をお願いします。

②②提提案案内内容容のの充充実実（事前相談後～本提案前）

内閣府から、提案内容の説得力を高めるデータや記載
方法について助言。やり取りを重ねながら、提案段階ま
で内容を改善・充実。

③③提提案案のの提提出出（～6/1）
首長の了解を得て、所定の提案様式で内閣府に提案を
提出。

令和４年 地方分権改革に関する提案募集要項（概要）

重点募集テーマ

①①計計画画策策定定等等

②②デデジジタタルル（（情情報報通通信信技技術術のの活活用用））

提案募集の対象

図
２　

提
案
市
区
町
村
数
等
の
推
移

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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募
集
方
式
の
成
果
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
た
成
果
事
例
動
画
を
内
閣
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
組
織
内
の

職
員
研
修
や
自
己
学
習
等
に
積
極
的
に
活

用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

６６
．
さ
い
ご
に

．
さ
い
ご
に

提
案
募
集
方
式
を
地
方
公
共
団
体
の
職

員
の
皆
さ
ん
に
一
層
理
解
・
活
用
い
た
だ

き
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
内
閣
府
で
は
こ
れ
か

ら
も
地
方
の
現
場
の
視
点
を
重
視
し
て
、

最
大
限
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
職
員

研
修
等
の
実
施
や
、
提
案
検
討
に
あ
た
っ

て
の
困
り
ご
と
な
ど
、
遠
慮
せ
ず
に
ま
ず

は
お
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
関
心
を
持
っ
た
方
は
、

内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
も
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
。★

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
ち
ら

�（h
ttp
s://w

w
w
.ca
o
.g
o
.jp
/

bunken-suishin/index.htm
l

）

★
内
閣
府
地
方
分
権
改
革
推
進
室

　

地
方
支
援
担
当

T
E
L
：
0
３―

３
５
８
１―

２
４
８
４

M
ail:gchihobunken@

cao.go.jp

日日時時：：令令和和４４年年３３月月1188日日 1133::3300～～1166::0000 オオンンラライインン開開催催 （（ZZoooomm リリアアルルタタイイムム配配信信））

地方分権改革シンポジウム ～～ああななたたのの気気づづききがが国国をを変変ええてていいくく～～

第第二二部部

・ ９年目を迎える提案募集方式について制度概要や提出された提案がどのように検討されていくか

・ 令和３年提案募集の成果や新たに開始する令和４年提案募集の概要 などを紹介

野野田田聖聖子子
内閣府特命担当大臣
（地方創生少子化対策男女共同参画）

第第一一部部

○○野野田田聖聖子子内内閣閣府府特特命命大大臣臣イインンタタビビュューー
テテーーママ：：地地方方分分権権へへのの想想いい

（聞き手）
勢勢一一 智智子子
地方分権改革有識者会議議員
西南学院大学法学部教授

小小田田切切徳徳美美
明治大学大学院農学研究科長 教授

「「地地方方創創生生のの課課題題
～～農農村村実実践践かかららのの提提案案～～」」

○○提提案案募募集集方方式式ににつついいてて

○○講講演演 ※申込期間は終了していますが、参加希望の方は
内閣府地方分権改革推進室まで直接ご連絡ください。
(ご希望に添えない場合もございますがご了承ください。）

開開催催後後日日、、当当室室YYoouuTTuubbeeにに動動画画をを

公公開開予予定定でですす。。ぜぜひひごご覧覧くくだだささいい！！

寺寺本本 英英仁仁
島根県邑南町役場商工観光課 課長

「「ビビレレッッジジププラライイドド
～～邑邑南南町町ででのの地地域域課課題題へへのの取取組組～～」」

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

SJ21-00628（2021.4.19作成）

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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１１
．
は
じ
め
に

．
は
じ
め
に

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
（
以
下
「
機

構
」
と
い
う
。）
で
は
、
平
成
30
年
３
月

に
策
定
し
た
新
た
な
経
営
理
念
に
お
い

て
、
全
て
の
地
方
公
共
団
体
の
出
資
に
よ

る
地
方
債
資
金
共
同
調
達
機
関
と
し
て
、

金
融
を
通
じ
て
地
方
公
共
団
体
の
健
全
な

財
政
運
営
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

「
地
方
の
政
策
ニ
ー
ズ
へ
の
積
極
的
な
対

応
」
等
の
三
つ
の
方
針
を
経
営
の
基
本
に

据
え
、
業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
地
方
支
援
業
務
に
つ
い
て
は
、
地

方
公
共
団
体
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
「
良

き
相
談
相
手
」
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

各
種
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。地

方
支
援
業
務
は
、「
調
査
研
究
」、「
人

材
育
成
・
実
務
支
援
」、「
情
報
発
信
」
を

三
本
柱
と
し
て
、
充
実
・
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
人
材
育
成
・
実
務
支
援
の
う
ち
、

令
和
３
年
度
に
創
設
し
た
総
務
省
と
の
共

同
事
業
「
地
方
公
共
団
体
の
経
営
・
財
務

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業
」（
以
下
「
本

事
業
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
令
和
４

年
度
は
年
３
回
に
分
け
て
募
集
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
令
和
４
年
２
月
28
日
か

ら
第
１
次
募
集
を
開
始
し
ま
し
た
。
本
稿

で
は
、
本
事
業
の
概
要
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

２２
．
本
事
業
の
仕
組
み
に
つ
い
て

．
本
事
業
の
仕
組
み
に
つ
い
て

本
事
業
に
お
い
て
は
、
市
町
村
等
に
対

し
、
Ⅰ
．
に
掲
げ
る
支
援
分
野
に
係
る
課

題
に
対
応
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る

人
材
（
地
方
公
共
団
体
等
の
職
員
若
し
く

は
退
職
者
、
公
認
会
計
士
、
学
識
経
験
者

又
は
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
。以
下「
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
い
う
。）
を
、
Ⅱ
．
に

掲
げ
る
支
援
の
方
法
に
よ
り
派
遣
し
ま

す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
に
要
す
る
経

費
（
謝
金
・
旅
費
）
に
つ
い
て
は
、
後
述

の
と
お
り
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
費
用

負
担
が
発
生
し
ま
せ
ん
。

○ 人口減少が進展する一方で、インフラ資産の大規模な更新時期を迎える中、財政・経営状況やストック情報等を的確に

把握し、「見える化」した上で、中長期的な見通しに基づく持続的な財政運営・経営を行う必要性が高まっている

○ しかしながら、地方公共団体においては、人材不足等のため、こうした経営・財務マネジメントに係る「知識・ノウハウ」が

不足し、小規模市町村を中心に公営企業会計の適用やストックマネジメント等の取組が遅れている団体もあるところ

地方公共団体の経営・財務マネジメントを強化し、財政運営の質の向上を図るため、総務省と地方公共団体金融
機構の共同事業として、団体の状況や要請に応じてアドバイザーを派遣

事業概要

（１） アドバイザーを派遣する支援分野

○ 公営企業・第三セクター等の経営改革

・ 経営戦略の改定・経営改善

・ 公立病院経営強化プランの策定及び

経営強化の取組

・ 上下水道の広域化等

・ 第三セクターの経営健全化

○ 公営企業会計の適用

（２） 支援の方法

※アドバイザーの派遣経費（謝金、旅費）は、地方公共団体金融機構が負担

（各都道府県の市区町村担当課と連携して事業を実施）

（３） 事業規模

○ 約３億円 （約500団体・公営企業への派遣を想定）

啓発・研修事業課題対応アドバイス事業 課題達成支援事業

都道府県が市区町村・公営企業
の啓発のため支援分野の研修を
行う場合に派遣

市区町村・公営企業が直面する課題
に対して、当該課題の克服等、財政
運営・経営の改善に向けたアドバイ
スを必要とする場合に団体の要請に
応じて派遣

上記の支援分野の実施に当たり、知
識・ノウハウが不足するために達成が
困難な市区町村・公営企業に、技術
的・専門的な支援を行うために派遣

都道府県に派遣個別市区町村に継続的に派遣

地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業

○ 地方公会計の整備・活用

○ 公共施設等総合管理計画の見直し・実行（公共施設マネジメント）

資料１

※令和４年１月24日「全国都道府県財政課長・市町村担当課長合同会議」資料より

令
和
令
和
４４
年
度
年
度  

地
方
公
共
団
体
の
経
営
・

地
方
公
共
団
体
の
経
営
・

財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
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今
年
度
に
お
い
て
は
、以
下
の
と
お
り
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
支
援
分
野

を
、
公
営
企
業
・
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
経

営
改
革
、
公
営
企
業
会
計
の
適
用
、
地
方

公
会
計
の
整
備
・
活
用
、
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
見
直
し
・
実
行
（
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
と
し
、
支
援
方
法
と

し
て
、ａ
．
課
題
対
応
ア
ド
バ
イ
ス
事
業
、

ｂ
．
課
題
達
成
支
援
事
業
、
ｃ
．
啓
発
・

研
修
事
業
、
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ�

．【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
支
援

分
野
】

○�

公
営
企
業
・
第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
経

営
改
革

・
経
営
戦
略
の
改
定
・
経
営
改
善

・�

公
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
策
定

及
び
経
営
強
化
の
取
組

・�

上
下
水
道
の
広
域
化
等

・�

第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
健
全
化

○
公
営
企
業
会
計
の
適
用

○
地
方
公
会
計
の
整
備
・
活
用

○�

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直

し
・
実
行
（
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

Ⅱ
．【
支
援
の
方
法
】

ａ　

課
題
対
応
ア
ド
バ
イ
ス
事
業

�　

市
区
町
村
・
公
営
企
業
等
が
、
Ⅰ
．

に
掲
げ
る
支
援
分
野
に
つ
い
て
、
財
政

運
営
・
経
営
の
改
善
等
に
向
け
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
必
要
と
す
る
場
合
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

ｂ　

課
題
達
成
支
援
事
業

�　

Ⅰ
．
に
掲
げ
る
支
援
分
野
の
実
施
に

当
た
り
、
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
等
が
不
足

す
る
た
め
に
課
題
の
達
成
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
以
下
の
①
か
ら
④
に
掲
げ

る
市
区
町
村
・
公
営
企
業
に
対
し
て
、

技
術
的
・
専
門
的
な
支
援
を
必
要
と
す

る
場
合
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま

す
。

①�　

経
営
戦
略
の
策
定
予
定
年
度
が
「
令

和
４
年
度
以
降
」
又
は
「
未
定
」
の
市

区
町
村
の
公
営
企
業

②�　
(
ア)　

人
口
（
官
報
で
公
表
さ
れ
た

平
成
22
年
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る

人
口
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
３
万
人

以
上
の
市
町
村
に
お
け
る
下
水
道
事
業

（
公
共
下
水
道
及
び
流
域
下
水
道
に
限

る
。）
及
び
簡
易
水
道
事
業
で
公
営
企

業
会
計
へ
の
移
行
予
定
時
期
が
「
令
和

４
年
４
月
２
日
以
降
」
の
公
営
企
業�

�

　

(

イ)　

人
口
３
万
人
以
上
の
市
町
村

に
お
け
る
下
水
道
事
業
（
集
落
排
水
及

び
合
併
浄
化
槽
に
限
る
。）
及
び
人
口

３
万
人
未
満
の
市
町
村
に
お
け
る
重
点

事
業
（
下
水
道
事
業
及
び
簡
易
水
道
事

業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
で
公
営
企

業
会
計
へ
の
移
行
予
定
時
期
が
「
令
和

６
年
４
月
２
日
以
降
」
又
は
「
未
定
」

の
公
営
企
業�

�

　

(

ウ)　

(

ア)

又
は(

イ)

に
該
当
す
る

公
営
企
業
が
あ
り
、
か
つ
公
営
企
業
会

計
へ
移
行
し
て
い
な
い
重
点
事
業
以
外

の
公
営
企
業
が
あ
る
市
町
村
に
お
け
る

当
該
重
点
事
業
以
外
の
公
営
企
業

③�　

(

ア)　

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
２
年

度
ま
で
の
決
算
に
係
る
財
務
書
類
又
は

固
定
資
産
台
帳
の
作
成
・
更
新
を
一
度

も
し
て
い
な
い
市
区
町
村�

�

　

(

イ)　

令
和
３
年
度
の
「
地
方
公
共

団
体
の
経
営
・
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強

化
事
業
」
に
お
い
て
、
課
題
達
成
支
援

事
業
「
地
方
公
会
計
に
お
け
る
固
定

資
産
台
帳
・
財
務
書
類
を
一
度
も
作
成

し
て
い
な
い
市
区
町
村
」
の
対
象
と

な
っ
た
市
区
町
村
の
う
ち
、
令
和
２
年

度
決
算
に
つ
い
て
、
令
和
４
年
３
月
31

日
ま
で
に
財
務
書
類
・
固
定
資
産
台

帳
の
作
成
・
更
新
を
し
て
い
な
い
市
区

町
村

④�　
「
令
和
３
年
度
ま
で
の
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て

の
留
意
事
項
に
つ
い
て
」（
令
和
３
年
１

月
26
日
付
け
総
財
務
第
６
号
総
務
省
自

治
財
政
局
財
務
調
査
課
長
通
知
）
に
お

け
る
必
須
事
項
を
盛
り
込
ん
だ
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
の
見
直
し
の
完
了

が
令
和
４
年
度
以
降
と
な
る
市
区
町
村

ｃ　

啓
発
・
研
修
事
業

�　

都
道
府
県
が
、(

１)

Ⅰ
．
に
掲
げ

る
支
援
分
野
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
内

の
市
区
町
村
・
公
営
企
業
等
に
対
す
る

研
修
会
・
相
談
会
を
開
催
す
る
場
合
に
、

当
該
研
修
会
・
相
談
会
の
講
師
と
し
て
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

※�

よ
り
詳
し
い
事
業
の
内
容
や
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
「
地
方
公
共
団
体
の
経

営
・
財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業
」
専

用
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

�(U
R
L:�https://w

w
w
.jfm
.go.jp/

support/keieizaim
u/keieizaim

u.

htm
l)

３３
．．
令
和
令
和
３３
年
度
の
活
用
実
績
に
つ
い
て

年
度
の
活
用
実
績
に
つ
い
て

本
事
業
に
お
け
る
令
和
３
年
度
の
申
請

受
付
に
つ
い
て
は
、
第
１
次
募
集
（
令
和

３
年
3
月
26
日
～
４
月
23
日
）
と
第
２
次

募
集（
令
和
３
年
6
月
29
日
～
７
月
30
日
）

に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
課

題
対
応
ア
ド
バ
イ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
３

０
２
件
、
課
題
達
成
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
１
５
０
件
、
ま
た
、
啓
発
・
研
修
事
業

に
つ
い
て
は
41
都
道
府
県
と
、
非
常
に
多

く
の
団
体
か
ら
申
請
を
い
た
だ
き
ま
し

町 村 週 報（第三種郵便物認可）
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た
。
ま
た
、
派
遣
回
数
に
つ
い
て
は
、
申

請
決
定
段
階
で
は
全
体
で
約
１
、
８
０
０

回
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
平
均
で
は
１
件

当
た
り
４
回
弱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

既
に
派
遣
を
受
け
た
団
体
か
ら
は
、「
自

分
で
は
気
付
き
に
く
い
点
や
専
門
的
観
点

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
が
で

き
参
考
と
な
っ
た
」、「
受
講
前
は
、
当
町

の
よ
う
な
規
模
の
小
さ
い
自
治
体
に
は
合

わ
な
い
と
考
え
て
い
た
が
、
い
ざ
受
講
し

て
み
る
と
中
身
が
あ
り
大
変
参
考
と
な
る

内
容
だ
っ
た
」「
ア
ド
バ
イ
ス
料
等
の
負

担
が
な
い
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
く
、
ま

た
予
算
措
置
や
通
常
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
事
務
が
発
生
せ
ず
、
簡
潔
な
事
務
で
依

頼
で
き
る
こ
と
も
い
い
点
で
あ
る
」と
い
っ

た
声
も
伺
っ
て
お
り
、
機
構
と
し
て
も
、

引
き
続
き
、
本
事
業
が
各
団
体
に
お
け
る

課
題
の
解
決
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、

円
滑
な
派
遣
の
実
施
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

４４
．
お
わ
り
に

．
お
わ
り
に

本
事
業
は
、
事
務
的
な
面
で
も
地
方
公

共
団
体
に
と
っ
て
活
用
し
や
す
い
も
の
と

な
る
よ
う
、
前
述
の
と
お
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
対
す
る
謝
金
・
旅
費
を
機
構
が
負

担
し
、
地
方
公
共
団
体
側
で
予
算
を
計
上

す
る
こ
と
な
く
、
専
門
家
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。

機
構
で
は
、
今
後
と
も
、
地
方
公
共
団

体
の
財
政
運
営
の
「
良
き
相
談
相
手
」
と

な
る
こ
と
を
目
指
し
、
現
場
の
声
を
幅
広

く
お
伺
い
し
な
が
ら
、
機
構
な
ら
で
は
の

強
み
を
活
か
し
て
各
種
の
事
業
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。
地
方
公
共
団
体
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
回
ご
紹
介
し
た

「
地
方
公
共
団
体
の
経
営
・
財
務
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
強
化
事
業
」
を
は
じ
め
と
す
る
地

方
支
援
業
務
を
、
積
極
的
に
ご
活
用
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

≪
お
問
合
せ
先
≫

　

地
方
公
共
団
体
金
融
機
構　

地
方
支
援
部

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３

－

３
５
３
９

－

２
６
７
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３

－

３
５
３
９

－

２
６
１
８

　

E-m
ail

：chihoushien@
jfm
.go.jp

≪
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
≫

　

https://w
w
w
.jfm
.go.jp/

　

�（
地
方
公
共
団
体
の
経
営
・
財
務
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
強
化
事
業
）

　

�https://w
w
w
.jfm
.go.jp/support/

keieizaim
u/keieizaim

u.htm
l

地方公共団体の経営・財務マネジメント強化事業について

支援分野
課題対応

アドバイス事業
課題達成支援事業 啓発・研修事業

公営企業の経営戦略
の改定・経営改善

経営戦略の未策定事業を個別支援

公立病院経営強化プ
ランの策定及び経営
強化の取組

ー

上下水道の広域化等 ー

第三セクターの経営
健全化

経営健全化方針未策定団体を個別支援

公営企業会計の適用
3万人未満の団体における公営企業会計未適用
事業（下水道・簡易水道等）を個別支援

地方公会計の整備・
活用

H30～R2年度決算の地方公会計の未整備団体
等を個別支援

公共施設等総合管理
計画の見直し・実行
（公共施設マネジメント）

総合管理計画の見直しを行っていない団体を
個別支援

派遣受入主体 市区町村・公営企業等 市区町村・公営企業等 都道府県

支援方法

都道府県の希
望に応じ派遣

団体の希望に
応じ派遣

資料２

※いずれの事業も、アドバイザーのリストの中から、団体において派遣を希望するアドバイザーを選定・調整の上、派遣
※令和４年１月24日「全国都道府県財政課長・市町村担当課長合同会議」資料より
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ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

和歌山県有田川町

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　
2
0
1
0
年
、
大
治
町
の
活
性
化
と
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
町
民
に
親
し
ま
れ

る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン

と
愛
称
を
公
募
し
ま
し
た
。
応
募
総
数

3
1
8
作
品
の
中
か
ら
、
大
治
町
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
選
定
委
員
会
が
厳
選
し
、

「
は
る
ち
ゃ
ん
」が
誕
生
。
町
特
産
品「
赤
シ
ソ
」

を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
い
る
た
め
、
鮮
や
か
な

赤
紫
と
緑
が
印
象
的
で
、
遠
く
か
ら
見
て
も

わ
か
る
よ
う
、
胸
に
は
頭
文
字
の
「
H
」
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
ピ
ン
バ
ッ
ジ
や
タ

オ
ル
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
等
の
文
房
具
の
他
、

グ
ッ
ズ
も
た
く
さ
ん
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、「
は
る
ち
ゃ
ん
」
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

付
き
マ
ス
ク
を
限
定
発
売
し
た
と
こ
ろ
、
大

好
評
の
た
め
す
ぐ
に
売
り
切
れ
に
な
っ
た
色

も
あ
る
の
だ
と
か
。
町
特
産
品
「
赤
シ
ソ
」

の
P
R
だ
け
で
な
く
、
大
治
町
の
知
名
度
向

上
の
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
活
動

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
有
田
川
町
内
に
あ
る
図
書
施
設
に
よ
り
親

し
み
を
持
っ
て
、
気
軽
に
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
、
2
0
1
0
年
に
全
国
公
募
を
行
っ
て

誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
有
田
川
町
の
木

で
あ
り
、
特
産
品
「
有
田
み
か
ん
」
を
モ
チ
ー

フ
に
、頭
に
は
町
の
花
「
コ
ス
モ
ス
」
を
つ
け
、

水
色
の
体
は
、「
有
田
川
」
の
清
ら
か
な
流
れ

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
図
書
施
設
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
い
つ
も
本
を

持
っ
て
い
る
の
だ
と
か
。
町
主
催
の
絵
本
コ

ン
ク
ー
ル
の
授
賞
式
に
は
、
受
賞
者
を
お
祝

い
す
る
た
め
に
毎
年
駆
け
つ
け
る
な
ど
、
本

や
図
書
館
に
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
は
時
々

来
て
く
れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
町
外
ま
で
出

か
け
て
い
っ
て
、
有
田
川
町
の
観
光
P
R
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
こ
と
も
。「
あ
り
り
ん
」

は
こ
れ
か
ら
も
、
語
尾
に
「
～
り
ん
」
と
つ

け
る
話
し
言
葉
で
、
図
書
施
設
の
利
用
促
進

や
有
田
川
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
携
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

3
月
3
日
生
ま
れ
。
赤
シ
ソ
の
妖
精
。
明
る
く
元
気
で
、
お
ち
ゃ

め
な
女
の
子
。
趣
味
は
散
歩
で
、好
き
な
言
葉
は
「
笑
顔
・
元
気
」。

チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
な
目
と
シ
ソ
の
形
を
し
た
し
っ
ぽ
。

活発で元気な女の子。年齢はヒミツ。コ
スモスの花の髪飾りがお似合いのおしゃ
れさん。長いまつげのかわいい目がチャー
ムポイント。

あ
り
り
ん

あ
り
り
ん

松
原
湖
高
原
に
棲
む
森
の
妖
精
。
寿
命
は
2
5
0
年
以
上
ら
し

い
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
て
、
穏
や
か
な
性
格
。
豊
か
な

自
然
環
境
と
あ
た
た
か
い
心
を
持
っ
た
人
間
の
住
む
土
地
に
し

か
生
き
ら
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

  
「
プ
テ
ィ
リ
ッ
ツ
ア
」
は
、
人
間
の
持
つ
5

つ
の
感
覚
〈「
視
覚
〉〈
聴
覚
〉〈
嗅
覚
〉〈
味
覚
〉

〈
触
覚
〉
の
他
に
、『
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
そ

れ
で
い
い
！
』
と
い
う
利
己
心
を
敏
感
に
察

知
す
る
〈
ト
ヴ
ァ
ル
ジ
ャ
ン
カ
〉
と
い
う
6

つ
め
の
感
覚
を
持
っ
て
い
る
妖
精
で
、
小
海

町
で
20
年
以
上
前
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。
自
然
豊
か
な
小
海
町

の
環
境
を
末
永
く
維
持
し
、
す
べ
て
の
生
命

を
大
切
に
し
、
他
人
を
思
い
や
る
あ
た
た
か

い
心
を
伝
え
て
い
く
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

1
9
9
7
年
に
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
り

ま
し
た
。
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活

動
す
る
以
外
に
も
、
カ
ラ
マ
ツ
の
間
伐
材
に

「
プ
テ
ィ
リ
ッ
ツ
ア
」
の
顔
を
描
い
て
、
町
内

の
い
た
る
と
こ
ろ
に
設
置
し
、「
プ
テ
ィ
リ
ッ

ツ
ア
」
の
精
神
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
な
ど

も
実
施
。
こ
れ
か
ら
も
、
素
晴
ら
し
い
自
然

と
あ
た
た
か
い
心
の
持
ち
主
が
多
い
町
・
小

海
町
の
象
徴
と
し
て
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

長野県小海町

愛知県大治町

は
る
ち
ゃ
ん

は
る
ち
ゃ
ん

Vol.91

長
野
県
小こ

海う
み

町ま
ち

和
歌
山
県
有あ

り

田だ

川が
わ

町ち
ょ
う

愛
知
県
大お

お

治は
る

町ち
ょ
う

次
回
は
、
西
ブ
ロ
ッ
ク
（
中
国
・
四
国
・
九
州
・
沖
縄
）
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

大
治
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

プ
テ
ィ
リ
ッ
ツ
ア

プ
テ
ィ
リ
ッ
ツ
ア

小
海
町
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

有
田
川
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

中
ブ
ロ
ッ
ク
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イ
カ
ナ
ゴ

イ
カ
ナ
ゴ
科
の
魚
。
瀬
戸
内
海
沿
岸
で
は

「
春
告
魚
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
コ
ウ
ナ
ゴ

と
も
呼
ば
れ
、
北
海
道
以
南
の
太
平
洋
沿
岸

で
主
に
取
れ
る
。
瀬
戸
内
で
の
漁
期
は
２
月

末
か
ら
３
月
に
か
け
て
。
兵
庫
県
内
で
は
こ

の
時
期
、イ
カ
ナ
ゴ
の
幼
魚
「
新
子
」
を
使
っ

た
く
ぎ
煮
を
作
る
。
し
ょ
う
ゆ
や
み
り
ん
な

ど
で
炊
き
上
げ
た
、春
の
味
覚
の
代
表
格
だ
。

煮
上
が
る
と
イ
カ
ナ
ゴ
が
折
れ
曲
が
り
、
く

ぎ
の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
前

が
付
い
た
と
い
う
。

く
ぎ
煮
が
広
ま
っ
た
の
は
、
１
９
９
５
年

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
。
神
戸
や
明
石

の
人
た
ち
が
親
類
や
知
人
の
支
援
の
お
礼
に

送
っ
た
こ
と
で
定
着
し
た
。
近
年
は
不
漁
続

き
で
、
漁
期
も
短
縮
さ
れ
て
い
る
。
春
の
便

り
で
も
あ
る
イ
カ
ナ
ゴ
の
く
ぎ
煮
が
待
ち
遠

し
い
。

東
日
本
大
震
災

東
日
本
大
震
災
か
ら
11
年
が
過
ぎ
た
。
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
い
う
巨
大
地
震
は
、
甚

大
な
津
波
被
害
も
引
き
起
こ
し
、
死
者
・
行
方

不
明
者
は
約
１
万
８
、
５
０
０
人
に
上
っ
た
。

被
災
地
で
は
住
宅
や
道
路
が
復
旧
し
、
震

災
後
に
造
成
さ
れ
た
土
地
に
新
し
い
家
や
施

設
が
立
ち
並
び
、
被
害
の
痕
跡
が
見
つ
け
ら

れ
な
い
地
域
も
あ
る
。
し
か
し
、
高
い
防
潮

堤
で
守
ら
れ
た
被
災
地
に
は
、
住
民
が
避
難

先
か
ら
戻
ら
ず
、
空
き
地
が
広
が
っ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
、
現
在
も
４
万
人
を
超
え
る

人
々
が
避
難
生
活
を
続
け
て
い
る
。
人
口
減

と
高
齢
化
が
進
む
被
災
地
。
と
り
わ
け
、
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

見
舞
わ
れ
た
福
島
県
で
は
今
も
な
お
、
住
民

が
戻
る
こ
と
が
で
き
な
い
帰
宅
困
難
区
域
が

あ
る
。
11
年
が
過
ぎ
て
も
、
多
く
の
課
題
が

山
積
し
た
ま
ま
だ
。

室
生
犀
星
（
む
ろ
う
さ
い
せ
い
）

抒
情
詩
人
で
作
家
。
生
涯
で
約
２
、
０
０

０
の
詩
と
約
８
０
０
編
の
小
説
を
残
し
た
。

１
８
８
９
年
、
金
沢
市
で
旧
加
賀
藩
士
の
父

と
名
の
伝
わ
ら
な
い
母
の
間
に
生
ま
れ
、
生

後
す
ぐ
市
内
の
寺
院
に
預
け
ら
れ
た
。
12
歳

で
働
き
始
め
、
同
人
誌
を
作
っ
た
り
、
地
元

紙
に
投
句
し
た
り
し
て
文
学
的
素
養
を
磨
い

た
。20

歳
の
時
、
文
学
へ
の
思
い
を
募
ら
せ
て

上
京
。
生
活
苦
の
中
で
数
々
の
詩
を
作
り
、

詩
集
『
抒
情
小
曲
集
』『
愛
の
詩
集
』
な
ど

で
大
正
期
の
詩
壇
を
牽
引
し
た
。
郷
里
へ
の

切
実
な
愛
情
を
つ
づ
っ
た
『
小
景
異
情
』
は
、

『
抒
情
小
曲
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
幼

年
時
代
』『
性
に
眼
覚
め
る
頃
』『
杏
っ
子
』

な
ど
、
自
伝
的
な
小
説
な
ど
で
も
注
目
さ
れ

た
。
筆
名
の
犀
星
は
、
金
沢
を
流
れ
る
犀
川

か
ら
取
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
１
９
６
２
年

３
月
26
日
、
72
歳
で
死
去
し
た
。

季
節
に
拾
う
・
新
歳
時
記
（

季
節
に
拾
う
・
新
歳
時
記
（
３３
月
）
月
）

小
　
牧
　
規
　
子

小
　
牧
　
規
　
子
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

※加入の申込、お問い合わせはお近くの都道府県町村会までご連絡ください。
全国町村職員生活協同組合のご案内　（http://www.zcss.jp/）
●この組合は町村等職員であればどなたでも組合員になることができます。
●火災と自動車の共済事業を行っており、町村等職員の安定した生活に寄与してまいりました。
●協同組合ですので、営利を目的としておりません。掛金は低く設定しており、さらに決算時に剰余金が発生した際には、割戻金としてお返しいたします。
●組合員になるためには出資金が必要です。組合員は退職後も共済事業を終身利用できます。

掛金（年額）3万6000円で
［建物24,000円（400口×60円）・ 動産12,000円（200口×60円）］

最高 6000万円の補償
［建物4000万円 ・ 動産2000万円］
［風災、水災又は雪災の場合、共済金支払限度額は450万円］

掛金（年額）3万円で
［建物20,000円（400口×50円）・ 動産10,000円（200口×50円）］

最高 3000万円の補償
［建物2000万円 ・ 動産1000万円］

※火災共済金+風水雪害特約共済金（火災共済契約 建物4000万円・動産2000万円の場合）
※火災共済に付加する制度のため、上記補償の場合、実際にお支払い頂く金額は36,000円　（火災共済分）と30,000円（風水雪害特約分）の計66,000円となります。
　風水雪害特約のみの加入は出来ません。

■火災共済 ■風水雪害特約
火災、落雷、破裂・爆発、建物外部からの物体の落下・飛
来・衝突・倒壊、風災、水災又は雪災により建物・動産に
損害が生じた時に、共済金を支払う制度です。
臨時費用共済金、残存物取片づけ費用共済金、失火見
舞費用共済金も共済金に加算して支払います。

火災共済に任意に付加して加入する制度で、風水雪害に
より建物・動産に損害が生じた時に、損害復旧費用（再取
得価額）の1/2を共済金として支払います。
なお、支払限度額は火災共済金（風災、水災又は雪災）と
風水雪害特約共済金を併せて3,000万円となります。
臨時費用共済金、残存物取片づけ費用共済金も共済金
に加算して支払います。

町村生協の火災共済 確かな安心を！
いつでも申し込み可能！

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）
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2022年（令和 4年） 3月 7日　16

随　想

町 村 週 報（第三種郵便物認可）第3191号

私
が
、
御
浜
町
役
場
に
奉
職
し
た
翌
年

の
昭
和
50
年
に
、
御
浜
地
区
国
営
農
地
開

発
事
業
に
よ
る
造
成
工
事
が
始
ま
っ
た
。

最
初
に
完
成
し
た
中
立
団
地
、
約
60 

ha
の
広
大
で
緩
や
か
な
傾
斜
地
に
植
栽
さ

れ
た
甘
夏
の
苗
木
の
整
然
と
し
た
景
観

は
、
我
が
町
の
誇
り
と
思
え
る
ほ
ど
素
晴

ら
し
く
壮
観
で
、
大
い
に
感
動
し
た
こ
と

を
記
憶
し
て
い
る
。

以
降
、
約
17
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
紀

宝
町
の
1
団
地
を
含
む
13
団
地
、
総
植
栽

面
積
３
３
０
ha
の
柑
橘
園
地
が
完
成
し

た
。造

成
が
始
ま
っ
た
当
時
の
御
浜
み
か
ん

は
、
早
生
温
州
み
か
ん
の
「
青
切
り
み
か

ん
」
が
主
流
で
、
中
京
市
場
を
中
心
に
、

他
産
地
の
温
州
み
か
ん
の
出
荷
の
最
盛
期

ま
で
に
売
り
抜
け
る
販
売
戦
略
を
と
っ
て

い
た
が
、
温
州
み
か
ん
が
生
産
過
剰
と

な
っ
て
い
た
た
め
、
造
成
し
た
園
地
に
は

温
州
み
か
ん
の
植
栽
が
認
め
ら
れ
ず
、
す

べ
て
の
団
地
で
中
晩
柑
類
を
植
栽
し
た
。

そ
の
中
の
神
木
団
地
他
2
団
地
の
一
部

で
、
5
～
6
月
が
収
穫
期
の
サ
マ
ー
フ

レ
ッ
シ
ュ
と
い
う
御
浜
町
に
し
か
な
い
品

種
を
選
定
、
植
栽
し
た
こ
と
で
、
周
年
収

穫
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。後

に
、
御
浜
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
な
っ
た「
年
中
み
か
ん
の
と
れ
る
ま
ち
」

は
、
昭
和
57
年
9
月
の
町
創
立
20
周
年
を

記
念
し
て
発
刊
さ
れ
た
御
浜
町
誌
の
宇
井

泰
彦
町
長
の
挨
拶
の
言
葉
の
中
に
記
述
さ

れ
て
い
る
の
が
、
最
初
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。そ

の
御
浜
町
誌
に
よ
る
と
、
紀
南
地
域

が
み
か
ん
の
産
地
と
な
っ
た
の
は
、
大
正

11
年
頃
、
そ
れ
ま
で
大
き
な
面
積
を
占
め

て
い
た
桑
園
か
ら
柑
橘
へ
の
転
換
が
始

ま
っ
た
の
が
き
っ
か
け
と
さ
れ
て
い
る
。

私
が
み
か
ん
の
係
を
担
当
し
て
い
た
当

時
は
、
各
団
地
に
植
栽
す
る
品
種
の
選
考

や
苗
木
の
確
保
を
は
じ
め
、
入
植
農
家
の

営
農
計
画
や
資
金
融
資
申
請
書
類
の
作
成

支
援
等
を
行
う
傍
ら
、「
み
か
ん
娘
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
開
催
し
て
、
初
代
み
か
ん
娘

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
り
、
パ
ー
ク

七
里
御
浜
「
モ
ー
ル
ピ
ネ
」
の
3
階
に
、

「
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
の
搾
汁
工
場
」
を

設
置
し
、
み
か
ん
の
持
ち
込
み
に
よ
る

ジ
ュ
ー
ス
の
搾
汁
を
行
っ
た
り
、「
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
商
標
登
録
を

行
い
、
資
材
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
マ
ー
ク
に

使
用
し
た
り
し
て
い
て
、
忙
し
く
と
も
、

充
実
し
た
毎
日
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
。

あ
れ
か
ら
約
30
年
、
御
浜
町
で
栽
培
さ

れ
て
い
る
主
な
品
種
を
収
穫
月
別
に
挙
げ

る
と
、
7
月
極
早
生
温
州
の
ハ
ウ
ス
み
か

ん
、
8
月
早
生
温
州
の
ハ
ウ
ス
み
か
ん
、

9
月
極
早
生
温
州
味
一
、
10
月
極
早
生
温

州
崎
久
保
、
11
月
早
生
温
州
、
12
月
晩
生

温
州
、
1
月
ポ
ン
カ
ン
、
伊
予
柑
、
2
月

不
知
火
、
麗
紅
、
3
月
せ
と
か
、
八
朔
、

4
月
カ
ラ
、
三
宝
柑
、
5
月
甘
夏
、
セ
ミ

ノ
ー
ル
、
6
月
サ
マ
ー
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
つ

な
が
り
、
周
年
収
穫
を
保
っ
て
い
る
。
そ

の
他
に
も
、
収
穫
期
間
の
長
い
マ
イ
ヤ
ー

レ
モ
ン
等
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
、
現
在
の
御
浜
み
か
ん
の

主
流
は
、極
早
生
温
州
み
え
紀
南
1
号
で
、

御
浜
町
に
あ
る
紀
南
果
樹
研
究
室
で
開
発

さ
れ
た
品
種
で
あ
り
、
通
称
、
味
一
と
呼

び
、
秀
品
は
、
衆
議
院
議
員
鈴
木
英
敬
氏

が
知
事
時
代
に
命
名
し
た
「
み
え
の
一
番

星
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
で
、
9
月
初
旬

に
露
地
栽
培
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
出
荷
さ

れ
る
。

ま
た
、
極
早
生
温
州
崎
久
保
は
、
私
の

家
の
近
所
の
農
家
、
崎
久
保
春
男
氏
の
園

地
で
発
見
さ
れ
た
品
種
で
、
今
で
は
味
一

の
後
に
続
く
品
種
と
な
っ
て
い
る
が
、
昭

和
の
後
期
に
早
期
出
荷
の
救
世
主
と
し
て

出
現
し
、
平
成
の
時
代
の
御
浜
の
産
地
を

支
え
て
く
れ
た
品
種
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
御
浜
の
産
地
は
、
早
期
出

荷
と
同
時
に
、「
う
ま
い
み
か
ん
を
高
く

売
る
」
た
め
の
高
品
質
果
実
の
生
産
も
重

要
と
考
え
、
数
年
前
か
ら
補
助
制
度
を
創

設
し
、
マ
ル
チ
栽
培
を
強
く
奨
励
し
て
い

て
、
す
で
に
１
０
０
ha
を
超
え
る
園
地
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

一
方
で
、
近
年
、
近
畿
自
動
車
道
紀
勢

線
の
整
備
が
進
み
、
熊
野
市
ま
で
延
伸
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
に
お
い

て
は
、
時
間
短
縮
や
ド
ラ
イ
バ
ー
の
負
担

軽
減
、
積
み
荷
の
傷
み
の
解
消
等
、
運
送

環
境
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
有
利
販
売
に

つ
な
が
っ
て
い
て
、
感
謝
に
堪
え
な
い
。

御
浜
み
か
ん
は
、
三
重
南
紀
み
か
ん
の

商
品
名
で
販
売
し
て
い
て
、
極
早
生
温
州

の
販
売
単
価
は
日
本
一
を
維
持
し
て
い
る

が
、
産
地
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

生
産
量
の
回
復
が
急
務
で
、
次
世
代
を
担

う
若
者
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、「
年
中
み
か

ん
の
と
れ
る
ま
ち
」
で
あ
り
続
け
る
こ
と

が
、
御
浜
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。

随  想

　大
おお

畑
はた

　　 覚
さめる

三重県御
み

浜
はま

町長　

「年中みかんのとれる
まち」御浜町
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